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☆令和７年度　寺子屋アンケート（保護者向け）結果を公表します
【1】校名　【2】目標（豊かな人間関係づくりと基礎学力の向上）の達成度　　【3】寺子屋に通うお子様の様子　【4】参加費の金額について

令和7年1月30日配布 令和7年2月6日回収

【1】校名

調査数（児童数）
75.7% 75.0% 0.7%

回答数（児童数)



【定員について】
・定員を増やしてほしい。
・なるべく希望する子が（全て）入れるようにしてほしい。

【回答】
　寺子屋では、使用可能な教室の広さや児童の安全面等を考慮し
「おおむね児童７人に対し指導者１人を配置」できるよう対応して
います。そのため、令和７年度につきましては、定員超過につき
「五泉南・五泉東・巣本・愛宕教室」において、一部高学年児童や
学童入級済児童の入級をお断りさせていただきました。
　指導者の高齢化や人員不足が課題となっていますので、「見守り
やサポート等」ご協力いただける方がいましたら、ぜひ生涯学習課
までご紹介をお願いします。

【実施日について】
・週3回よりも多く（毎日等）実施してほしい。
・3月、4月も実施してほしい。
・長期休み（夏休み等）も、半日でも良いので開けてほし
い。

【回答】
　例年このような希望が多いことは承知しておりますが、指導者の
配置状況等も含め非常に難しいと考えています。ただし、その他の
点も含めこれらの課題を解決する方法の一つとして、現在「学童ク
ラブ」との統合について検討を始めています。
（※統合は「確定事項ではありません」）

　なお、毎年夏休み期間中には総合会館と村松公民館において「夏
休み自由学習教室（７日間ずつ計14日間・午前中のみ）を実施して
おります。また、昨年の12月には、主体性や想像力を育む新たなこ
どもの居場所「ミライｅ」が五泉市吉沢にオープンいたしました。
ぜひこちらもご利用ください。

【実施時間について】
・可能であれば時間（18:00まで）を延長してほしい。

【回答】
　寺子屋の時間は「原則18時までにお迎え」をお願いしているとこ
ろです。ただし、やむを得ず間に合わない場合は生涯学習課までご
連絡ください。

【欠席連絡について】
・欠席連絡を簡単にしてほしい。（フォームの利用等）
・生涯学習課と教室間の連絡をしっかりとやってほしい。
・休みたい月は返金などの対応で休めるようにしてほしい。

【回答】
　フォームを利用した欠席連絡については（可能かどうかを含め）
検討したいと思います。なお、欠席連絡につきましては「電話」の
他にも「メール対応（終日連絡が可能）」を行っておりますので、
そちらもご利用いただければと思います。
　また、月単位で欠席を予定する際は、該当月分の返金も可能です
ので、都度ご相談ください。

メールアドレス　：　s-gakusyuu@city.gosen.lg.jp

皆様から寄せられた「要望」とそれに対する「回答」



【学習について】
・他の子がうるさいので勉強できない。
（学習環境について配慮してほしい）
・ノートの使い方や学習の進め方などについてもアドバイス
をお願いしたい。
・子どもたちが分からないところをそのままにせず教えてほ
しい。
・宿題を終わらせてほしい。
・勉強よりも遊びが中心な気も…。
・ドリルは無くても良いので、学校の宿題や自学をやってほ
しい。（その分参加費が安くなったら嬉しい）
・子どもたちが「通って楽しくなる学習（工作・科学な
ど）」を増やしてほしい。
・ALTの先生にも来てほしい。

【回答】
　学習時間につきましては、学年が上がるほど、自ら目標をもって
勉強できるようになると考えていますが、特に低学年や勉強の苦手
な子どもは集中力が続かず、無理を押し付けたり急かしたりするこ
とで、余計に頑張ろうという気持ちが萎えてしまったり、勉強を嫌
いになってしまう場合も決して少なくありません。
　寺子屋は「自学自習の習慣付けによる基礎学力の向上」を目的と
しており、決して“宿題を終わらせる場所ではありません”が、学
習時間の中で子どもたちに宿題や自学を中心に進めるよう促しなが
ら「出来たことを褒め」、「出来なかったとしても叱ることなく」
年間を通じた長い目で子どもたちの成長を見守ってまいりたいと考
えていますので、どうぞご理解をお願いいたします。
　また、学習する中で「騒がしい等、他の児童の学習の妨げになる
場合」は入級（通級）をお断りさせていただく場合がございますの
で、ご承知おきください。

　なお、令和８年度からは、高学年の学習時間確保のため「４～６
年生」についてはドリルを廃止（その分の参加費を減額）し、新た
にプリントファイルを準備する予定です。
　しかしながら、一部学校を除き下校時刻が早まり指導時間が増え
ることから、令和８年度は参加費を「1,500円/期」から「2,000円/
期」と「１期あたり500円増額」させていただきます（全９期）。
保護者の皆様にはご負担をお掛けいたしますが、こちらにつきまし
ても何卒ご理解のほどよろしくお願いいたします。

　硬筆等の学習体験につきましては、講師の有無等を考慮しなが
ら、可能であれば対応させていただきます。



寺子屋では引き続き、
◆自学自習の習慣づけによる基礎学力の向上
◆自他を大切にしあう人間関係の醸成を図り、安全・安心で心健やかに育まれる居場所の提供
この二つの目的を忘れることなく、子どもたちが「伸び伸びと育つ」教室となるよう、職員・指導者一体となって事業を実施して
まいります。

【児童への指導について】
・子どもたちへ注意するときは「大声ではなく近くによって
話をする」などの配慮をお願いしたい。
・もう少し子どもたちのことをよく見てもらいたい。
・友だち同士のトラブルがあった場合には仲介に入ってほし
い。
・指導者の言葉づかいや態度について。（指導者の方への指
導についてお願いしたい）
・指導者に年配の方が多く、次に続く人がいるのか心配。

【回答】
　子どもたちへの問題対応や苦情等について、令和７年度中もいく
つかご指摘をいただきました。その都度、教室代表者や該当指導者
にお話をさせていただいております。
　子どもたちとの接し方や向き合い方、指導等について、現在と一
昔前では常識も方法等も変化しておりますので、大人（指導者）が
考え方を現代に合わせ、日々アップデートしていけるよう、個々の
場面や指導者研修会、教室代表者会議などを通じて、継続した指導
を行ってまいります。
　指導者の高齢化につきましては、毎年の課題となっています。令
和７年度から大学との連携を通じた学生ボランティアの受け入れを
行っておりますが、なお皆様の周りにも「見守りやサポート等」ご
協力いただける方がいましたら、ぜひ生涯学習課までご紹介をお願
いします。（教員免許の有無等の要件はございません。協力をお願
いできる方にお心当たりがあれば、是非ともご紹介ください。）


